
令和３年度かまくら人権施策推進委員会 会議要旨（書面会議） 

１ 開 催 日 等 （１）開催日（決議日） 令和４年３月 23日 

２ 
出 席 者 

( 返 信 者 ) 

委 員：安冨委員長、倉田副委員長、小山内委員、鈴木委員、樽井委員 

    (５名) 

４ 議 題 報告（１）令和２年度鎌倉市人権施策推進状況報告について 

５ 議 事 要 旨 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大のため、令和３年度かまくら人権施策推進

委員会は、書面にて開催し、出席者全員の返信をもって成立しました。 

報告（１）について資料とともに報告を行い、全委員から了承されました。意見

等については下記のとおり。 

６ 主な意見等 

１．目標値があるようなものはそれを基準に達成度を評価できるが、そうでない事

業内容では基準が曖昧とならざるを得ず、各担当課による主観的評価となって

いる懸念がある。この点は、評価基準（１頁）が明確ではないことにあるよう

に思える。例えば，「Ａ 十分に達成した。前年度より取組みが向上した。」と

あるが、「十分に達成した」ことと「前年度より取組みが向上した」とことは

両立する。 

→【事務局】ご意見を受け、評価基準の見直しを検討します。 

 

２．事業評価が前年と異なるものについて，「自己事業評価理由」欄において前年

とどのように違うから本年はこの評価となったという具体的説明がないもの

が少なからずある。例えば，保育所・幼稚園，小中学校における，発達段階に

応じた人権尊重の理念を理解するための教育（２２頁）では取組状況の記載が

あるが自己評価記載がない。 

→【事務局】ご意見を受け、チェックリストや評価理由等の例示等を行い、事業

評価理由の記載について徹底を図ります。 

 

３．事業評価が前年と同じものについて、そもそも事業評価の根拠が明らかでない

ものが少なくない。例えば、「子どもの人権尊重」（４頁）でＢとあるが、「自

己事業評価理由」欄に「今後も継続していく。」とだけ記載されているところ、

そもそもなぜＢなのかがわからない。「子どもの人権１１０番強化週間に合わ

せ、広報、市役所ロビーのポスター展示で子どもの権利条約等を周知した。」

のがＢ評価ならば、どのようなことに取り組めばＡ評価になるのかが明記され

るべきである。 

→【事務局】ご意見を受け、チェックリストや評価理由等の例示等を行い、事業

評価理由の記載について徹底を図ります。 

 

４．今回の進捗状況報告においても各部署における様々な施策がコロナ禍の影響で

進んでいないという報告を多く見ることが出来る。この状態は簡単には解決し

ないだろう。しかしながらこうした時代だからこそ緊急に求められている人権

問題が多くあると考える。そこを今一度各部署共通で新たな問題を確認してお

く必要があると思う。その上でコロナ禍においてでも更に前進させるためには

具体的にどのような取り組みをするのかを各部署で徹底的に議論して発展さ

せていかなければならない。 

今や様々な情報ツールを駆使して以前より密な取り組みを行うことが出来

るはず。例えば人権の講座が出来なければいじめや人権の講座を小学生向き、

中学生向きとオンデマンドで録画し、小中学生に授業として視聴して感想を出

すようにすることも可能だと思う。今は各家庭でもタブレットが普及してい

る。無ければ学校で視聴すればよい。講演者から感染することもない。つまり

次年度の報告書にはコロナ禍で出来なかったということを理由にしない取り

組みを、部署だけでなくそれぞれの先駆的な発想を出し合い共有し実現するこ

とを望む。 

→【事務局】コロナ禍や社会情勢の変化を捉え、庁内で知恵を出し合いながら、

取組を推進します。 



５．全体的にコロナ禍の影響で出来なかったため評価を下げていると思うが、そ

の代替えとして新しい取り組みにチャレンジしているところは評価をあえて

下げる必要はないと思う。むしろコロナ禍とは関係のない人事の問題等の進

展が無いのは気になる。また発達支援室の取り組みは例年通り行われている

のでＢ評価でなくＡ評価で良いと思う。 

→【事務局】発達支援室の取組については、相談や指導の時間枠の減少、また

来所不可の判断等により、通常通りの業務ができなかったため、

評価を下げています。また、人事の問題については、女性登用が

促進されるよう、新たに策定する「かまくらジェンダー平等プラ

ン」に基づき取り組みを進めます。 

 

６．新たな感染症の拡大や国際紛争のなか、声をあげられずにいられる方々、窮

地に追い込まれた方々を公的なサービスがどう下支えできるかが問われてい

ると思う。今後もいっそう個々の人権を尊重される施策の展開を希望する。 

→【事務局】人権尊重は重要であると考えており、これからもしっかりと取組

を推進します。 

 

７．女性の人権については、各分野への女性の社会参加が進まない現状だが、よ

り多くの女性の社会参加を促す施策の取組を望む。 

→【事務局】新たに策定する「かまくらジェンダー平等プラン」に基づき、女

性の社会参加が促進されるよう取り組みを進めます。 

 

８．女性、高齢者、障害者、子ども等を取りまく課題が浮き彫りになっている。

抱える課題に対して、きめ細やかな支援のもと、安心して暮らせる取組を望

む。それと同時に、相談事業の件数も多くなったが、マンパワーの不足もあ

り、果たして相談した人達の解決に結びついているのか。また、相談したく

ても相談できない、相談に結びつかない人達の支援については施策の中でど

のように取り組んでいくのか。 

→【事務局】重層的な支援体制を進め、相談や困りごとの取りこぼしがないよ

う対応します。 

 

９．自然災害の被害が年毎に大きくなっている。市の防災対策の重要性を感じ

る。より弱い人達への配慮した視点での取組を今後も望む。 

→【事務局】引き続き関係各課と連携しつつ防災対策への取り組みを進めま

す。 

 

10. 日々の暮らしの中での生きづらさを感じておられる方々を支えるために、取

り巻く地域住民に対する人権擁護への意識をどのように醸成するか、地域づ

くりの実践へのアプローチが問われます。 

→【事務局】重層的な支援体制を進め、相談や困りごとの取りこぼしがないよ

う対応します。 

 

７ 会 議 資 料 

（資料１）かまくら人権施策推進委員会委員名簿 

（資料２）令和２年度鎌倉市人権施策推進状況報告 

（資料３）かまくら人権施策推進指針改訂版 

（資料４）かまくら人権施策推進委員会条例 

（資料５）かまくら人権施策推進委員会条例施行規則 

 


